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厚生労働大臣表彰を受賞して
弘前大学医学部附属病院
医療技術部長　石山　雅大
厚生労働大臣表彰を受賞し心から感謝し、受賞には青森県臨床検査技師会ならびに関係各位のご支援とご協力があったことに深く感謝いたします。
　これまで、国立療養所岩木病院(現国立青森病院)、山形大学医学部附属病院、弘前市立病院、そして現在の弘前大学医学部附属病院と勤務しましたが、その間に生理検査、微生物検査、免疫検査、血液検査、輸血検査、一般検査、病理検査など担当し、一部門ではなく常に二,三部門の兼任として業務を担当してきました。学術的な活動としては20代の頃には血液像や、坂牛省二先生の下で尿沈渣の講演や実習講師等していましたが、30代に入り一般・血液・病理の共通の検体であり、また検査の標準化が進んでいなかった髄液検査に関し、油野友二先生より仕事を任せられ研究とガイドラインの作成・教育活動をスタートすることになりました。2002年には多くの先生方のご助言・協力を得ながら臨床検査技師5人で髄液検査法2002を発刊、その後も一般検査技術教本、髄液検査技術教本、ポケットマニュアルなどを共著で発刊し、医学雑誌への投稿、北海道から沖縄まで100回以上の講演など検査の標準化の啓蒙活動も続けてきました。この20年間で、臨床検査技師による髄液検査は、全国どこの医療機関においても確立された検査方法により、迅速・正確で臨床的意義のある検査結果を報告できるようになったことが何よりも嬉しく感じています。また、公益活動として青臨技では副会長のほか5部門の部門長を担当、日臨技では全国委員や精度管理委員、試験委員、その他の学会でも理事や評議員を担当させていただきました。病院業務以外に、これらの業務を担当することは正直なところ非常に負担ですが、著名な先生方に接する機会や友人も増え、他では得られない知識と人の繋がりを得ることができました。現在は、デスクワークのみで現場からまったく離れてしまいましたが、20年経った髄液検査法の更新、体腔液の標準化、検査技師が苦手としている医療の管理と経営、若い技師や学生に対するキャリア形成などに関して学会等で担当しています。今回の受賞を励みに、これからも医療に貢献できるよう精進してまいります。このたびは本当にありがとうございました。
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厚生労働大臣表彰を受賞して
青森市民病院　医療技術局
臨床検査部　技師長　齋藤　浩治
令和5年6月24日一般社団法人日本臨床衛生検査技師会創立70周年・法人化60周年記念式典がホテル雅叙園東京で執り行われ、そこで厚生労働大臣表彰を頂くことができたのは大変名誉なことでありました。この賞は多くの方々のご協力とご支援によって受賞できたものであり、皆様に心からお礼申し上げます。ありがとうございました。
今回青森県からは弘前大学医学部附属病院の石山医療技術部長と一緒にこの賞を頂きましたが、同年代のオヤジ2人が同時授章できたことを本当に嬉しく思います。全国では80名が授章し、その中には私が青臨技事務局長（平成18年から22年）を務めたころから東北臨床検査技師会（平成31 年3 月31 日付で解散）、日臨技北日本支部（平成24年から編成）で一緒に技師会の仕事をした方々、お互いに県技師会や検査部の運営について相談し合った仲間と一緒に授章できたことも大変嬉しく思っています。
事務局長から青臨技会長、監事までの技師会活動の中で大きな仕事がいくつかありました。平成25年の社団法人から一般社団法人の移行、平成30年の日臨技北日本支部医学検査学会（第7回）の学会長、そして現在進行中のタスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会です。法人移行と北日本支部学会はしっかりやり遂げなければならない仕事で、会員の皆さんにご迷惑がかからないようにいろいろなプレッシャーがありましたが、多くの方の協力があってやりきることができました。今行っているタスク・シフト/シェア講習会は頼りになる若手実務委員にほぼお任せになっていますが、多くの会員が受講できるよう計画していきたいと考えています。私が技師会活動の中でやってきたことは青臨技会誌第47巻（青臨技創立70周年記念号）に書かせていただきましたので、ご興味ある方はご覧ください。
年齢的にセカンドライフをどうするかを考えることが多くなりました。これからは今回の受賞と今までの経験を糧にして、医療分野ばかりでなく他の分野でも貢献できるよう頑張っていきたいと思っています。
本当にありがとうございました。
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【活動報告】

令和5年度　第36回弘前市民の健康まつり報告
中弘南黒支部　事務局　細川　和子
日時：令和5年7月9日（日）10時～16時　
場所：弘前市駅前　ヒロロ　3階　ヒロロスクエア
協力技師：10名
◎来場者数　　2,556名
参考（令和元年度）　2,925名
参考（平成30年度） 3,180名
◎血糖検査受検者数　　222名
参考（令和元年度）　320名　　　　　　　　　　　　　　
（平成30年度） 350名
　　
新型コロナウィルス感染症で3年ぶりの通常開催となりました。完全に流行が収束したわけでもないが、5類に移行したこともあり開催の運びとなりました。来場者がどのくらいになるのか未知数ではあったが技師の参加者10名体制で、4名で同意書確認、4名で血糖測定の分担で行った。今回は3年ぶりの参加でその間に事務局や役員等が交代しており、参加技師も経験が少ない状況でやや危惧しておりました。それでも早くから集まって頂き、会場設営、ポスター貼り、検査の準備、そして本番。皆さんのご協力で手際よく進められ、順調に検査できました。
来場者の人数がどのくらいになるのか把握できず、200人程を予想して試薬等を準備したのですが、それ以上の来場者数のため不足してしまい、イベント終了1時間前に検査自体を終了せざるを得ませんでした。検査を希望する来場者の方には大変申し訳なく思いました。次回からはこのような事態にならないように余裕をもって準備しなければいけないと思いました。[image: image4.jpg]
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皆さん、本当にお疲れ様でした。他の会員の皆様も是非次年度はよろしくお願いします。

【研修会報告】
令和5年度青臨技第1回臨床生理部門研修会報告
むつ総合病院　中央検査科　和久　佑子
　「令和5年度　青臨技臨床生理部門研修会（第1回）」が、9月29日にWebによるLive形式にて開催されました。「目指せ！肺機能検査マイスター」と肺機能検査に焦点を当てた内容となっており、二部に分かれた講演でした。
　第一部は、青森県立中央病院臨床検査部の佐藤舞先生による「肺機能検査で困ったときのワンポイントアドバイス～マイスターに近づくために～」という題目の講演でした。検査結果の判断の仕方、多様な患者様への対応、日常の検査での不安点、コツやポイントを丁寧に解説していただき、すぐに実践に生かせるような内容でとても勉強になりました。患者様ひとりひとりに寄り添い、声の大きさや話すはやさ、指示の仕方など、臨機応変に変えていく必要があることを改めて理解することが出来ました。ピークフローを出すための説明例だけでも複数例提示していただきましたが、伝え方によって受ける印象がかなり違うなと実感しました。肺機能検査は正確な検査結果には患者様の努力が必要不可欠ですので、患者様にまずは理解をしてもらうこと、そして我々が検査に協力してもらう努力を怠ってはいけないと改めて思いました。
　第二部は、弘前大学医学部附属病院の土屋純一郎先生による「肺機能検査マイスターを目指して－診断での考え方－」という題目で講演していただきました。普段呼吸器内科の先生のお話を伺う機会もありませんので、医師目線の呼吸機能のお話は貴重でした。前半は肺気量分画や換気障害、妥当性・再現性の解説であり、復習することができました。後半にはレントゲン画像やCT画像を交えての肺疾患の解説をしていただきました。私自身画像検査の結果判読には不慣れですが、健常者の画像と比較しての説明であり、異常所見もわかりやすくとても勉強になりました。今まで肺機能検査時にレントゲン画像等を確認することはしていなかったので、今後は画像検査から読み取れることも参考にしながら検査を実施していきたいと思います。
　新型コロナ感染症の影響もあり、ここ数年当院では院内での肺機能検査に制限がかかっており検査数が減少していました。これからは制限も解除され、検査の機会が増加してくると思われます。終盤の質疑応答にもありましたが、検査結果次第では患者様の疾患が見落とされたり、重症度の判断に影響して治療開始が遅れてしまうこともあります。患者様の不利益になるようなことは絶対あってはなりません。診断の補助となる正確な結果を臨床側へ報告すること、病院の規模の大小に関わらず、我々臨床検査技師のやるべきことは何も違わないのだと痛感しました。今回の研修会で学んだことを一助とし、今後の検査に従事していきたいと思います。
令和5年度青臨技第2回臨床生理部門研修会報告
つがる総合病院　検査部　岡本　光代
令和5年10月24日（火）第2回臨床生理部門研修会がWebで開催されました。
今回のテーマは『目指せ！術中モニタリングマイスター』と題しまして、術中モニタリングについて4名の講師の先生方にご講演頂きました。
当院も十年ほど前から脳外科と整形外科MEPに生理検査室の検査技師が携わっていますが、県内でMEPに検査技師が携わっている施設が少なくMEPの情報が少ないのが実情です。ですので、今回このような研修会を開催して頂けたことはとても貴重であると思っています。
まず、十和田市立中央病院の前山先生、八戸市立市民病院の小島先生、八戸赤十字病院の逆井先生に各施設の術中モニタリング業務の現状をご講演頂きました。
どの施設でも課題として挙げられていたのが、スタッフの育成についてでした。MEP業務は手術室で長時間1人で作業します。手術室という現場に慣れ、現場の医師、看護師、他のスタッフとコミュニケーションを取りながらMEP業務ができるようになるまでとなると他の業務よりも育成に時間がかかるのが現状です。当院で言えば、脳外科のMEPは3か月に一度という時もあり、習得に繋がらず育成に時間がかかっています。また育成期間中は2人で手術室に行って指導する為、その間のルーチン業務のカバーなどスタッフ同士の理解や協力体制も必須ではないかと思います。そして指導する人材が少ないのも現状です。現場にて多々悩むことがあります。なぜいつもと同じように電極を装着しているのに今日は波形が出ないのか、、、等々検査室に戻った時に相談し、解決に導いていける人材はどの施設もまだまだ少ないのが現状ではないかと思います。このような研修会を増やし、各施設の意見交換の場が増えMEPマイスターが増えればと思います。
次に、『超入門　術中モニタリングの心得』と題しまして青森市民病院　野坂先生にご講演頂きました。
・目的は何かを考えること。
を心がけることが大事であるとありましたが、私はこれが一番大事なことではないかと思いました。ひと通りのやり方さえわかれば手術室で対応はできると思います。しかし、何の手術をするのか、どういう患者様なのか、どういう流れで手術は進むのか、何を執刀医は求めているのか…これがわからなければ今何をしているのか、何のためのMEPなのか分からずにただ手術室での時間を過ごすことになると思います。たまに起こる術中のトラブルにも何をやっているかわからなければ対応はできません。執刀医の信頼も得られないと思います。こういったことを手術の前までに知識として準備しておくと慌てずに対応でき、“先を読むチカラ”の助けとなるのではないかと思いとても重要だと感じました。また、波形が出なかったり、ノイズが多く判定に困ったり多々悩むことがあるMEPですが、検査室に戻ってから接続はどうだったのかなど振り返って次回に繋げていくなどの日々の努力も大事ではないかと思いました。
腰椎、胸椎の手術が多い当院ですが、大腿四頭筋の波形の検出率が非常に悪くシール電極から針電極に変えてみたりなど試行錯誤しましたが自施設だけでは解決できず野坂先生に相談させて頂き、見学に行かせて頂いたことがあります。見事に解決に導いて下さり、また他施設の電極の接続方法ややり方を実際に目の当たりにすることでとても刺激になりました。自施設と比較してみたりすることでMEP検査をより良いものにできると思います。他施設見学は困ったときの1つの手段として捉えておいていいのかもしれないと改めて思いました。
　今回の研修会はWebでの開催ということもあり県内各施設のMEPの現状を知るとても良い機会だったと思います。セッティング方法、電極、電極の装着の仕方、スキンテア対策…参考にさせて頂きたい項目がたくさんありました。今後のMEP業務に活かし邁進していければと思います。貴重な機会をありがとうございました。
令和5年度青臨技臨床血液部門研修会報告
公立野辺地病院　臨床検査科　甲地　慎之介
　令和5年度青臨技臨床血液部門研修会が、令和5年11月18日（土曜日）に弘前大学医学部保健学科にて開催されました。今回の青臨技臨床血液部門研修会は、4年ぶりの現地開催ということもあり県外からの参加者も含め、およそ30名が会しての開催となりました。
最初に、弘前大学医学部附属病院の小笠原脩技師と八戸市医師会臨床検査センターの尾崎由佳技師による症例検討行われ、次に「この抹消血液検査データは血液疾患を疑いますか？-血液内科医から臨床検査技師へのメッセージ-」と題して、弘前大学大学院保健学研究科生体検査科学領域の山形和史先生にご講演いただきました。
血液疾患の診断のための血算の読み方について、まずは白血球数・ヘモグロビン値・血小板数の異常を見極め、白血球数が増加している場合は白血球分画のバランスや幼若な細胞の出現はないかを確認すること。貧血がある場合は、貧血の分類(大球性・正球性・小球性)の確認をすること。前回値があれば前回値の確認、病歴・身体所見・他の検査所見の異常がないかの確認を行うこと。そのうえで、診断を進めるにあたって電子カルテの診療情報を確認すること、急性か慢性の経過か、疫学的に多い病気から疑うこと等、丁寧な解説をしていただきました。また山形先生が遭遇した非常に稀な症例である、血管内大細胞型B細胞リンパ腫を診断するにあたって、入院時現症・入院時検査成績に始まり、診断に至るまでのプロセスを治療前治療後の骨髄像のスライドや、山形先生ご自身の経験を交えながら解説していただきました。
今回の研修会では、実際に顕微鏡を用いて血液像・骨髄像の観察も行いました。赤血球大小不同、血小板凝集、フィブリン析出、赤血球凝集、ハウエルジョリー小体、パッペンハイマー小体、smudge cell等、即座に日常業務へ生かせる細胞の観察と解説がなされ、大変勉強になりました。
最後に研修会を開催するに当たりご尽力いただいた、講師の先生方、実務委員の皆様、その他、関わってくださった皆様に心より感謝申し上げます。
【理事会議事録】

令和5年度第4回理事会議事録 
1. 日　時：令和5年10月31日（火）18：00-19：30
2. 出席者：奥沢悦子、吉田泰憲、木村正彦、須藤安史、逆井久美子、川口裕美、佐藤舞、　　
高松みどり、小山内誠、津嶋里奈、中村安孝、中村忠善、國分慎、四釜育与、
田村栄子、鹿摩悟、齋藤浩治
3. 欠席者： 齋藤賢、吉岡治彦、石山雅大
定款第5章第32条及び諸規定により、議長に奥沢会長があたり、書記に高松理事が指名され、審議が行われた。審議は、オンラインで行われた。
【報告事項】
1. 学術部経過報告
吉田学術部長より以下の項目について報告・提案があった。
①各研修会について
　　　前回理事会以降から今後予定されているものまで日臨技システムに登録されている研修会の報告があった。
　　②凝固に関するアンケート
　　　ホームページでも告知しているが現在凝固に関するアンケートを実施している。回収率をあげるため、今回は封筒代・郵送代は青臨技より支出している。結果は何らかの形で報告をしてもらうこととなっている。
　　③精度管理調査
　　　回答があったのは74施設（重複2施設）で、参加64施設（フォトサーベイのみ3施設）、不参加8施設。スケジュールは11月11日（土）梱包・発送（八戸赤十字病院）、11月13日（月）AM中に各施設到着予定、回答締切12月1日（金）17：00。今回のサーベイで前山生化学部門長よりドライケミストリー法での精度管理のためメーカーに試料を発送し測定してもらいたいとの要望があったと報告があった。中村（忠）理事より青臨技とメーカーとの契約や覚書などの必要性の有無、COI等利益相反について、齋藤監事より測定結果の取り扱いについて意見があった。反対意見はなかったが、上記の点を前山部門長に確認し承認することとなった。
　　④論文投稿
　　　論文内容の一部修正について提案があり了承され、執筆者に修正をお願いすることとなった。また今年度から使用しているテンプレートでは、論文と写真等の差し込みが上手く出来ず、それぞれ提出されてきている。現在査読を進めているが、会誌編集時に差し込んでいくことは可能かとの提案があった。逆井理事より印刷会社で金額は高くなるが、編集も行ってくれるところがあるので確認したらどうかとの提案があった。田村理事より他の編集委員と相談し、確認するとの回答があった。
2. 公益部経過報告
木村公益部長より高校生心電図検診、野球肘検診に関して以下の報告があった。
令和5年度の高校生心電図は無事終了。令和6年度は各支部からの意見をもとに現在医師会と学校で調整中。野球肘検診に関しては齋藤監事より弘前の12月3日（日）が5名と少し不足している。弘前管内の技師に呼び掛けてほしいとの報告があった。
3. 渉外部経過報告
須藤渉外部長より以下の項目に関して報告があった。
①検査と健康展
　日時：2023年11月19日（日）10：00～14：00
　場所：八戸ショッピングセンターラピア
　内容：検査体験（尿検査、100回分）、顕微鏡鏡検、パネル展示
　当日スタッフとしてAM6名、PM3名を予定。
②政策渉外関連事項における現状把握のための調査
　　　規模により4つの病院に調査をお願いなければならないが、決定しているのが1施設のみ。奥沢会長より締め切りも迫っているため、各施設に働きかけ早めに決定できるようにとの発言があった。
　　　　
4.　事務局経過報告
　　逆井事務局長より以下の報告があった。
　　①現在の会員数
　　②賛助会員
　　　現在32社の申し込みがきている。インボイス制度に関係し、領収書の再発行依頼があった。内税で表記することで今後も対応していく。また、来年度の申し込みは4月より行う。
　　③HP更新
　　　更新当初はトラブルがあったが、現在は問題なく運営できている。
　　④令和6年度奨励賞・功労賞について
　　　奨励賞は、前年の3月までの単位計算となるため早めに文書を発行することとなった。功労賞対象者のリストが逆井理事より提示され、各自確認することとなった。
　　⑤永年会員について
　　　定年が延長になっていることもあり、見直しが必要。永年会員に関しては定款にも記載があるため改定も含め検討することとなった。
　　
5.　奥沢会長より報告
　　①北日本支部学会
　　　今年度は福島で開催。県内より8題の演題登録があった。サイボウズにも書き込んだが、技師連盟ブースの11月4日（土）11：00～12：00の１時間が青森県の担当。石山監事が担当してくれるが、理事の中で学会に参加される方がいらっしゃったら協力をお願いしたい。
　　②日本医学検査学会
　　　R6年度の日本医学検査学会はパシフィコ横浜で開催。国際学会の誘致が決定し、担当が北日本支部、支部の中でまだ担当していない県が青森・岩手となる。国際学会も決定しているため日臨技主体で開催してもらえないか交渉する予定。
【議題】
1.　 研修会の開催方法
　　　奥沢会長より、今後の研修会についてWEBや対面どのように実施していくか提案があった。吉田学術部長より今回血液部門の研修会が現地開催となっているが、人がなかなか集まっていないと報告があった。約3年間、WEB開催の研修会であったため、みんながそれに慣れてしまっていることもあるのではないかと思う。今後もWEBを活用しながらになるのではないかと思うとの意見があった。高松理事より今回は現地開催の部門だが、WEB開催の場合も案内文書に参加費として青臨技非会員は6,000円と記載されているが、今まで他県からの参加の場合はどうしていたのかと質問があった。協議の結果今後は日臨技会員であれば青臨技会員と同じとすることとした。
【その他】
1.　タスクシフト・シェア
齋藤監事より、11月26日（日）弘前大学保健学科で開催。現在定員の60名が満席となっている。弘前大学の教員の方が前日・当日とお手伝い、見学で参加するとの報告があった。
2.　県学会
　　國分理事より前回の報告より特に進捗はないとの報告があった。
3.　ニューリーダー研修会
　　逆井理事より2024年1月28日（日）に八戸で開催予定。研修会内容については時間も考え詳細をつめていくとの報告があった。
　　　
上記の事項について理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。
議長は以上をもって審議を終了したことを告げた。
令和5年度 第5回理事会 議事録
1. 日　時：令和5年12月7日（木）18：00-19：30
2. 出席者：奥沢悦子、吉田泰憲、逆井久美子、川口裕美、佐藤舞、高松みどり、津嶋里奈、
　　　　中村安孝、中村忠善、國分慎、四釜育与、田村栄子、鹿摩悟、齋藤浩治
3. 欠席者： 須藤安史、木村正彦、小山内誠、齋藤賢、吉岡治彦、石山雅大
定款第5章第32条及び諸規定により、議長に奥沢会長があたり、書記に高松理事が指名され、審議が行われた。審議は、オンラインで行われた。
【報告事項】
1. 学術部経過報告
吉田学術部長より以下の項目について報告・提案があった。
①各種研修会について
　　　前回理事会以降から今後予定されているものまで日臨技システムに登録されている研修会の報告があった。終了した研修会の中で参加登録がされていない研修会がいくつかある。登録をお願いしてほしい。
　　②令和5年度　青臨技精度管理調査
　　　12月1日（金）17：00で回答締切。病理細胞部門のアンケートに不備があり、こちらの回答のみ12月8日まで延長。順次各部門の解答速報をホームページに掲載予定。
　　　精度管理報告会は2月10日（土）予定とするが、オンデマンド等も検討し実施することとなった。
　　③青臨技会誌投稿既定の一部修正
　　　以下の修正案が提示され、修正案として後日報告されることとなった。
　　　1）執筆要項1.1文字目は全角、2文字以上は半角→すべて半角
　　　2）執筆要項3.専門用語以外は・・・→削除
　　　3）執筆要項4.別表を参照→別表がない
　　　4）論文投稿にあたって2.論文の形式→最新のものに差し替え
　　　5）論文投稿にあたって7.別表に従って→別表がない
　　　6）常用漢字、現代仮名遣い→具体例を削除し、参考資料を提示
　　　7）3桁カンマの有無→どちらかに統一
2. 公益部経過報告
木村公益部長が欠席のため奥沢会長より特になしとの報告があった。
3. 渉外部経過報告
須藤渉外部長が欠席のため奥沢会長より以下の報告があった。
①検査と健康展
　詳細は後日、須藤渉外部長より報告があるが、無事に終了した。
②災害協定と災害対策マニュアル
　　　災害対応に関してのWEB講習会が12月23日（土）14：00から開催される。青臨技からは木村副会長、須藤渉外部長、奥沢会長が参加予定だが、興味がある方は出席してほしい。来年度県と日臨技の協定、災害マニュアルの整備、災害時に使用する青臨技のGメール取得など整備を進めていきたい。
　　　　
4.　事務局経過報告
　　逆井事務局長より以下の報告があった。
　　①現在の会員数
　　②ホームページ更新におけるメンテナンス案内
　　　現在のホームページを作成した会社よりメンテナンス案内が届いた。自分たちだけでは、更新や変更などすべてに対応できてはおらず、しばらくは活用し運用していきたいと思っている。今後検討して頂きたい。
　　③奨励賞について
　　　現在申し込みなし。締め切りが来年2月9日となっているため再度アナウンスを考えている。
　　④永年会員について
　　　現在6名の申し込みあり。日臨技からの引き落としの会費免除手続きを行った。制度の改定の必要性について今後検討したい。
　　⑤会費免除申請
　　　今年度該当する会員がいないか確認を行う。
　　⑥メディカルオンラインの提案
　　　無料で利用できる文献の検索・閲覧サービス。今後導入するかどうかを検討する。
　　⑦リーダー育成研修会
　　　現在10名の申し込みあり。理事の施設から最低1名は参加申し込みをしてほしい。
　　　開催地近隣の三八地区、上十三地区の参加を促していきたい。
　　⑧理事・部門長
　　　交代の場合は人選をしてください。
　　⑨会誌
　　　論文投稿で文章と図を別で提出してもどこに差し込むのかの指示があれば印刷会社で対応できることを確認。前回修正が非常に多かったことから、今年度は修正分も考慮した見積りを提示していただくこととしたとの報告があった。
5.　奥沢会長より報告
　　①北日本支部学会
　　　11月4，5日に福島県で開催。802名（会員713名、非会員6名、学生48名、賛助会員35名）の参加者。
　　②日本医学検査学会
　　　2026年（令和8年）年度、第75回日本医学検査学会の担当県が青森県に決定。日程は9月26、27日、25日にスキルアップセミナーが開催される。同時開催されるIFBLS（国際学会）は9月23～27日に開催。学会長に奥沢会長、実行委員長に吉田副会長、事務局を逆井事務局長、会計を佐藤理事が担当することとなった。
【議題】
1.  研修会案内の一部見直し
　　前回の理事会で「日臨技会員であれば青臨技で企画した支部及び県の研修会の参加費は無料」となったが、青臨技のみの会員（永年会員）やZoom申し込み時のなりすましが存在するため、研修会案内の表記に誤解が生じないように検討したいとの提案があった。表記は日臨技会員無料、非会員〇〇円と記載することとし、永年会員の方には申し込み時に青臨技で企画している研修会には参加できる旨、伝えることとなった。佐藤理事より支部の研修会に非会員の方が参加した場合の参加費はどのように対応したらいいのかと質問があった。会計は最終的に県で集約するため事務的な手続きはすべて支部単位で実施することとなった。
2.  県学会関連
　　逆井事務局長より、来年度の県学会で賛助会員用の企業展示を企画している。無料としていたが、テーブル数不足のため新たに部屋の確保が必要となり費用が発生する。そのため集金する形に変更しようと思っていると提案があった。集金自体に問題は無いが、集金するのであれば現地に人を集めなければならない。タイムスケジュールもタイトであるため展示ブースを回る十分な時間が確保できないかもしれないとの意見があり今回は無料で実施することとなった。また昨年同様学会時に部門長会議を開催することとなった。
【その他】
1.　タスク・シフト/シェア
齋藤監事より、11月26日（日）弘前大学保健学科で開催され参加者は59名。次回も会場は保健学科を使用させていただく予定。早川先生の予定を確認し、来年5、6月に開催したい。
2.　野球肘検診
　　齋藤監事より、11月25、26日に青森市で約400名、12月2、3日弘前市で約300名の検診を行った。今後の予定は12月10日十和田市、12月17日五所川原市で実施予定との報告があった。
3.　県学会
　　國分理事より、学会で使用する会場の使用時間開始が9時で予定していたが8時30分より使用できるように変更したと報告があった。
4.　日臨技会長選
　　奥沢会長より、立候補者は長澤さん、横地さんの2名。青臨技としては横地さんを応援するが、投票は公約を見るなどして各自で決めて投票してほしい。
上記の事項について理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。
議長は以上をもって審議を終了したことを告げた。
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